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午前９時２７分開会 

○委員長（嶋﨑 宏之） 皆さんおそろいですので、

ただいまから人口減少対策等調査特別委員会を開

会いたします。 

 それでは、また恒例の挨拶といたします。ちょっ

と短めで。 

 本当に猛威を振るっている新型コロナですけれ

ども、国内では先週木、金と、国、兵庫県が都道府

県をまたいでの移動自粛を解除いたしまして、市長

の言う、そろりそろりと経済活動が始まってきてい

るというふうな状況になってきておりますけれど

も、やっぱり世界ではまだまだ、６月２０日土曜日

の先週には最高の一日で１５万人の感染者が出た

というふうな状況が出ております。そんなことで南

半球のほうが、特にブラジルとか南アフリカ、ある

いはアジアでも南部のほう、それからアメリカでも

南部のほう、そちらのほうがやっぱりどうしてもま

だオーバーシュートの真っただ中というふうな状

況でございます。幸い日本のほうは、東京で若干名

が出ております。あるいはほかの都市でも、今まで

から比べたら大分少なくなりまして、大きな目で見

れば終息の方向に向かってるんではないかと思い

ますけれども、経済活動・・・そろりそろりとやっ

ていかないかんのですけれども、何分にも皆さん本

当に気を許すことなく、しっかりとガイドラインに

沿って感染予防に努めていただきたいというふう

に思います。そうはいいながらも、間もなくＥＡＴ

豊岡、ＳＴＡＹ豊岡は既に実際に利用できる状況に

なっておりましたので、その辺のご協力もよろしく

お願いをいたします。 

 本日は６月定例会の特別委員会ということでご

ざいますけれども、今年３月最初、特に３月５日に

卒業式があって、それがもう既に中止で、それから

以降、３月、４月、５月と本当にもうみんな公的行

事が中止あるいは延期になっておりまして、本当に

このコロナの影響というのがもう全てに出てきて

おるという状況でございまして、もちろん皆さんの

政策の実施につきましてもなかなか思うようにい

かないというふうな状況だったと思いますけど、今

日は人口減少対策、本当に豊岡市はそんなに人口減

少はしておりませんけれども、日本のほうも大した

ことないんですけど、世界的に見るともう２桁万人

台の死者が出ておりますと、そういったことで全世

界から見れば本当に人口減少は一段とコロナのた

めに厳しくなっているということでございますけ

れども、その辺も勘案しながら、今日はかなり苦労

された状況、それから今後の施策の展開について、

それぞれ部署ごとにお話をいただければと思いま

す。それに沿って、皆さんで協議をしていっていた

だきたいというふうに思います。簡潔明瞭、時間の

ほうもだらだらと行かずに午前中を考えています

ので、よろしくどうぞお願いをいたします。 

 それでは、着座にて進めさせていただきます。 

 協議事項に入ります前に連絡をさせていただき

ます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用し、所属と氏名を名

乗ってから発言いただきますようにお願いをいた

します。 

 それでは、３番目の協議事項に入ります。 

 まず、委員会に係る所管事業の検証について、各

部署から一括して説明していただきます。全ての説

明の後に、質疑という形で進めたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。 

 それでは、まず、政策調整部政策調整課から順に

説明をお願いいたします。 

 政策調整部政策調整課、井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） １ページをご覧くだ

さい。あらかじめいただきました調査票に基づいて

説明をさせていただきます。 

 まず１点目でございます。コロナウイルスの関係

で延期、中止した事業、また、その影響が今後の事

業展開にどのような影響があるかというお尋ねで

ございます。 

 政策調整課が所管している事業としましては、１

つ目の多文化共生の推進でございます。４月から９

月に外国にルーツを持つ子供の生活実態調査を行

う予定でございましたが、実際に調査をされるのが
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神戸大学の先生方でございます。書面ではなく、面

談によるヒアリングということでございました。神

戸の大学のほうでも自粛がずっと出ておりまして、

また、受けるほうの方についても先生方等を予定し

ておりますが、なかなかタイトなスケジュールある

いは自粛の中で難しいかなと思っております。よっ

て、今、調査ができない状況でございまして、４月

の早い段階に調査を開始して、今年度中に多文化共

生の戦略を策定する予定でございましたが、この調

査の遅れにより、策定については来年度の予定とい

うことで今考えております。何とか年度内に調査を

終えたいと思っております。 

 ２点目、豊岡市地方創生戦略会議でございます。

これは全体を総括するものでございますが、例年５

月下旬から６月上旬に第１回会議を開催して、評価

や意見交換を行うこととしておりますが、今年度は

７月２２日に開催を予定しております。この場で評

価をするものでございますので、現在ちょっとこれ

に合わせて取りまとめを行っているという状況で

ございます。 

 ２点目、人口減少対策に係るこれまでの各所管事

業の成果と課題ということでございます。 

 政策調整課の所管する事業は、事業としては今の

多文化共生でございますので、まだ成果等は出てお

りません。第１期の地方創生総合戦略の全体の成果

と課題についても、先ほど申しましたように、現在

取りまとめを行っておるところでございます。国勢

調査が今年の１０月に行われますので、ここである

程度の比較、評価はできるのかなとは思っておりま

す。ただ、人口減少の緩和については顕著な成果が

表れていないものの、目標達成のための手段につい

てはラインナップが整いつつある、例えば深さを持

った演劇のまちづくりですとか、コウノトリ育むお

米の輸出等々、そういったもので豊岡のオリジナル

を強めていきたいというふうに思っております。 

 ３番目でございます。先進事例はどうかというこ

とでございますが、東京一極集中がなかなか是正さ

れない中で、各自治体とも頑張ってはおられますが、

豊岡市と同じ条件でというようなところはなかな

かないというふうに認識をしております。 

 すみません。続けてで申し訳ないんですが、１枚、

Ａ４の表をつけさせていただいております。左肩に、

住民基本台帳による人口移動というものでござい

ます。これは、住民基本台帳でどのように人口が変

わったかというところであります。住基でございま

すので、特に若い世代あたりは、こちらに住民票を

置いたまま大学のほうに行っているというような

ところもあるので、正確ではないかもしれませんが、

目安として上げております。 

 一番上の欄が２０１８年度末から２０１９年度

末に向けてどう動いたかでございます。一番下の網

かけの合計の欄を見ていただくと８万１，４１６人

だったのが８万４１６人で、ちょうど１，０００人

の減少となっております。増減率が１．２％の減、

この１，０００人の内訳を見ていただくと、自然増

減が５８３名の減、それから社会増減が３９７名の

減、それからその他増減が２０名の減ということに

なっております。その下の欄がその前の年度でござ

います。昨年ご報告したときも、ここはちょっと一

番下の段に比べて減少が進んでるなというところ

で言わせてもらいました。景気がいいのかなという

ようなこともありましたけれども、若干それが緩和

されたということになっております。あと旧市町ご

とについてもそれぞれ掲示をさせていただいてお

ります。 

 裏面でございます。裏面の一番下は、４年間の人

口移動について書いております。２０１６年度末に

８万３，５５４名あったのが、２０１９年度末で８

万４１６名、３，１３８名の減ということで、マイ

ナス３．８％の減となっております。４年間ですの

で、毎年１％ずつぐらい減ってきてるのかなという

ことで見ておりますが、人口ビジョンに掲げるもの

で、今の基準人口と政策目標でいくと、ここは５％

ぐらい減るだろうということですので、ここで読み

解くと、若干はそれよりかは順調に推移してるのか

なというふうに思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 
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 それでは、続いて、政策調整部公共施設マネジメ

ント推進室のほうお願いします。 

 政策調整部公共施設マネジメント推進室、土生田

室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（土生田 哉） 資

料の２ページのほうご覧をいただきたいと思いま

す。 

 委員会のほうからいただきました検証の調査票

でございます。今回、延期をした事業が２件ござい

ます。その中で、公共施設等の総合管理計画改定等

の業務でございます。こちらは４月３日に一旦募集

公告を行いましたけれども、約一月延期をしようと

いうことで、期間延長をいたしております。第２次

審査につきましては、応募者に来ていただいての対

面方式からウェブ会議方式、こちらのほうに変更を

して、過日実施いたしました。業者決定につきまし

ては、近日中に行いたいと考えております。全体の

２年間のスケジュールの中で、国のほうからも今年

度の個別施設計画を策定することということ、それ

から総合管理計画の見直しは来年度という、ここに

つきましては、今回のコロナに関連して期間延長等

の指示は何も出てきておりません。ですから、その

とおりのスケジュール感でうちも行わねばならな

いものということで、現時点、全体スケジュールに

大きな変更を来さないように努めていきたいとい

うふうに考えております。 

 それから、地域デザイン懇談会の設置でございま

す。せんだっての委員会のほうでもご説明をいたし

ておりました。４月１３日に一旦告示をしたんです。

募集公告を行いましたけれども、緊急事態宣言等も

受けまして、４月２２日に一度中断をさせていただ

き、業務、募集スケジュールのほう延期をいたして

おります。今年の秋に再募集ができればというふう

に考えておりますけれども、実はワークショップを

行う、もしくはフォーラムを行うということで、人

と人とがつながり合って会話をするという、そうい

う行事を計画をいたしておりますので、こちらの辺、

今後の状況によって、この夏の状況をもう一度見極

めた上で、秋の判断が必要になるのではないかなと、

現時点では何とか大きな影響が出ないようにやっ

ていきたいとは考えておりますけども、今後の感染

症の動向を見極めた上で慎重に検討をしたいと考

えております。 

 ２番目、３番目につきましては、特に該当する事

案はございません。以上でございます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、総務部ワークイノベーシ

ョン推進室お願いします。 

 総務部ワークイノベーション推進室、上田室長、

岸本参事、よろしくお願いします。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） ３

ページをご覧ください。まず１つ目です。延期など

とその影響についてです。４つの事業について、こ

こではご説明しております。 

 まず１つ目です。ジェンダーギャップ解消推進事

業です。２０２０年度にこの戦略の策定ということ

で、当初は委員会を４月に設置して、戦略策定９月

を予定しておったんですが、変更後には委員会を９

月に設置して、戦略策定は来年の３月という予定で

ございます。その影響としましては、戦略に沿って

展開する新年度の事業案が２０２１年度、新年度の

予算編成に間に合わないものが出てくるかもしれ

ないっていうことでございます。これにつきまして

は、必要に応じて新年度入りましてからの補正等の

対応が必要になってくるかも分かりません。それと、

コロナ禍によって、２０代、３０代の女性が東京一

極集中から地方分散へシフトする傾向がございま

すんで、若い女性に選ばれるまちの要素の一つとし

て、ジェンダーギャップを加速していく必要がある

ということでございます。 

 ２つ目です。ワークイノベーション推進事業でご

ざいます。これは市内の事業所を対象としたもので、

当初セミナーとかワークショップを８月から１０

月、それと新しく設置する、新設する予定の表彰制

度については４月から１１月の予定だったんです

が、この変更後はセミナー等を２０２１年１月から

３月、それと表彰制度につきましては、今年の１０

月から３月ということで予定しております。この影
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響でございますが、このコロナ禍によって、市内の

事業者の皆さんは事業継続と雇用維持のために最

大限の努力をされておりまして、このセミナーとか

表彰制度の実施時期については、経済、雇用情勢を

見ながら慎重に判断する必要があるというふうに

考えております。 

 ３つ目でございます。子育て中の女性の就労促進

事業についてです。当初は、参加事業所の募集を６

月から、あとセミナーを７月、８月、お仕事相談会

というマッチングの機会を１０月に予定しておっ

たんですが、コロナ禍によって雇用情勢等もちょっ

と大きく変化しておりますので、対象者などの事業

内容の一部修正が必要というふうになっておりま

す。この影響につきましては、２０１８年度から少

日数、短時間勤務などによってハードルを下げて、

現在働いておられない子育て中の女性の負担が少

ない職場復帰の仕組みというのをつくってきまし

た。ところが、先ほどご説明しましたように、市内

事業者の人手不足というものが、一部の業種を除い

て解消されるなど大きな状況変化が見られますの

で、この辺り、先ほど申しましたように対象者の、

従来の未就労、働いておられない子育て女性を中心

から、特に雇用が不安定なシングルマザーの正規化、

正規職員化でしたりとか、あと資格取得等の支援に

ついて、この事業の中で取り組んでいくということ

にシフトしていきたいと考えております。 

 ４つ目、キャリアデザイン推進事業です。これは

市の職員向けでございますが、当初は５月から研修

をスタートする予定でしたが、２か月遅れで７月中

旬からの実施予定ということでございます。影響と

しましては、債務負担行為のほう認めておりまして、

早いタイミングで実施して、その効果を狙いたかっ

たんで、それがちょっと困難となっております。キ

ャリアデザイン関連３研修、若手職員のキャリア形

成研修などですが、４ページをご覧ください。緊急

事態宣言の影響で県域をまたぐ移動制限によって、

講師が豊岡にお越しいただくっていうことがちょ

っと困難になっておりまして、延期を余儀なくされ

てるということでございます。 

 ２番目に成果と課題でございます。まずジェンダ

ーギャップの解消推進事業ですが、昨年１２月に有

識者からいただいた提言に沿って、今年２月に高校

生と２０代の若者を対象に、豊岡の未来のシナリオ

を描くワークショップを開催して、多様な提案をい

ただいています。課題としましては、若い世代をは

じめ多世代、多様な人々がジェンダー平等の意義と

メリットを理解して、その実現に向けて主体的に関

与できる仕組みづくりなどでございます。 

 ２つ目、ワークイノベーション推進事業ですが、

実績としましては、２０１９年度は経営者など対象

者別にセミナー、ワークショップを開催して、市内

の延べ１３０事業所１９０名の方々にご参加いた

だきました。経営者対象の中では、経営者ご自身に

無意識の偏見とか思い込みがあることに気づいて

いただいて、早速、行動変革、例えば社員さんの育

児、介護支援休暇制度の創設などにつながった例も

ございます。それと女性従業員の対象の部分では、

参加された女性が会社とか職種は違っても悩みは

同じだということを気づかれたことをはじめとし

て、人前でなかなか発表されるという機会はなかっ

たんですけど、そういう人前での発表によって自信

が身に付いたということが上げられております。そ

れと従業員アンケート、働きやすさと働きがいの従

業員アンケート、市内６社で実施したんですが、こ

れについては自社の課題が数字で客観的に浮き彫

りになって、経営者の具体的な取組への着手につな

がっているところでございます。 

 ３つ目です。子育て中の女性の就労促進事業につ

いては、２０１８年度と２０１９年度で働いていな

い子育て中の女性を市内事業所、また、実際１６事

業所に３９名の方がマッチングできたんですが、そ

ういう実績が生まれております。この事業実施によ

って、女性の就労意欲を後押しすることにつながっ

て、一歩前に踏み出す女性が増えているということ

でございます。 

 ４つ目です。キャリアデザイン推進事業ですが、

実績としましては、男性育児休業の取得が対象者１

３人中７人ということで、５３．８％、５割を超え
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ております。キャリアデザイン関連研修ということ

で、６種類で２６コマにわたって、延べ受講者数が

１，２７２名ということでございます。職員意識調

査については、８８７名を対象として回答率が８６．

９％という結果でございます。特にその下に書いて

ますように、男性育休取得について、２０１９年度

取得は飛躍的に伸びたということが実績として上

げられます。 

 次、５ページをお開きください。先進事例でござ

いますが、人口減少対策というのを狙いとして、ジ

ェンダーギャップ解消に取り組んでいる自治体っ

ていうのはあまり全国にございません。強いて言う

ならば、東京都の豊島区が女性活躍の先進事例とい

うふうに言われてるところでございます。以上でご

ざいます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 

 では、次に、健康福祉部健康増進課お願いします。 

 健康増進課長、宮本課長お願いします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、６ページ

をお願いします。 

 まず１つ目の影響の分ですけども、（１）として

縁結びの講演会、これが３月の２２を予定してまし

たが、これはもう中止しまして、ただ、今年度の１

１月に同じ内容で開催を予定しております。 

 （２）です。お見合い事業、恋するお見合いです

けども、影響なしと書いてありますが、本来なら６

月と１０月の実施計画でしたが、これを１０月と３

月ということで開催の時期を変更して、年２回実施

の予定をしております。 

 次に、（３）で婚活イベントのはーとピーですが、

これはちょっとやっぱり影響があるということで、

毎月１回開催する計画をしてましたが、３月から７

月まで５回中止ということで、出会いの機会が減少

をしております。８月から開始をしようかなと思っ

てますが、今の３密を避けたりということでどうい

うふうにするか、あと、それから今の新型コロナウ

イルスの関係で、応募があるのかなというようなと

ころもちょっと危惧しております。あと制限があり

ますので、その中で十分交流を図ることができるか

というとこで、これもちょっと危惧はされます。 

 次、（４）ですが、縁むすびさんのお見合いです。

これも影響あるということで、緊急事態宣言中はお

見合いは自粛ということで、縁むすびさんのほうに

は通知しております。その辺で活動も停滞しており

ます。縁むすびさんについては、先週６月１８日に

今年度初の会議を開きまして、今後、感染予防に気

をつけて再開をお願いしますということで、今後、

徐々に、ゆっくりではありますが、再開されるとい

うことです。 

 次の成果と課題ということで、７ページをお願い

します。成果については、表にまとめてありますの

で、それをご清覧いただきたいんですが、２０１９

年度の分を見てもらいますと、計で２３組というこ

とがあります。今までの取組の成果が徐々に出てき

ているのかなと考えております。ハートリーフの職

員が、県下で同じような事業をしているところ、そ

れぞれ電話でちょっと確認したんですけども、２３

というのはやっぱり県内でも１位ということでし

た。手前みそになりますけども。（「いやいや」と

呼ぶ者あり） 

 次に、（２）の課題ですが、独身でいる最大の理

由というのが、適当な相手と巡り会わないからとい

うことで、機会をつくることをしてましたが、それ

でも結婚数が上がらないというのがちょっと課題

です。そのためにうちのほうでは、事務局のほうで

フォローですね、ＬＩＮＥとかメール、そういった

ことでフォローを行うということをしております。 

 次に、イですが、これが結婚応援事業、交流がメ

インなんですけども、今の新型コロナの感染防止対

策、こういったことを行わなければならないので、

相当制限がかかったり、新しい交流の形式を考えな

いといけないなと思ってます。ここは試行錯誤でい

ろんな事業を試みてみたいなと思っております。 

 次のページ、８ページをお願いします。他の自治

体における先進事例ということで、（１）は、これ

は昨年度もやりましたが、富山県の南砺市が写真お

見合い会ということをされてまして、これにヒント

を得て、恋するお見合いという事業を行っておりま
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す。今年度は２回行いたいなと思ってます。 

 次に（２）です。結日記というのがありまして、

これをヒントにしまして、うちも交換日記みたいな

のをしてみたいなと思っております。これについて

は、長野県の茅野市さんが、茅野市に住む男性と都

市部に住む女性、これで交換日記をされてまして、

成果が上がってるということを聞きましたので、豊

岡市もこれを取り入れてみたいなと思っています。

下の括弧でくくってあるところで、豊岡市の取組と

いうことで、豊岡市においても交換日記、ＣＯＲＲ

Ｅ－ＰＯＮ（コレポン）というふうに名称をつけま

した。（発言する者あり）はい。コレスポンデンス

のあれをもじってという・・・、交換日記みたいな

文通ですかね、ということです。７月に実施を予定

しております。おんとおふという名称で募集しまし

て、参加者はオンラインのお見合い、それか、この

交換日記のどちらかを選んでもらうというふうに

してます。これは縁むすびさん事業に登録すること

を必須ということにしてますので、縁むすびさん事

業の登録者を増加させる効果もあると考えており

ます。実物ちょっと持ってきたんですが、このよう

な形で、交換日記、自由に書いてって言ったらなか

なかできないんですが、あらかじめ事務局のほうで、

いろんなお題を渡して、それについて答えてもらう

というようなことで職員のほうも考えて、いろいろ

試行錯誤やってみようと思っております。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、環境経済部環境経済課よ

りお願いをいたします。 

 環境経済課、午菴課長お願いします。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、９ページ

をご覧ください。 

 まず最初に、延期または中止した事業等でござい

ますけども、最初に、補助事業の関係で３件中止を

しておりますので、記載をしております。菓子祭の

前日祭、おっとろっしゃ！とよおかのものづくり、

これにつきましては、小学校の親子等を対象に市内

の物づくり企業の情報を発信をするということで、

とても密になるというようなイベントだったと思

います。３番目が柳まつりということで中止をして

おります。記載をしております金額は、当初予算に

おける補助金額ということで書いておりますが、実

際の減額等に当たりましては、支出したものを除い

てというふうなことで随時処理をしていきたいと

いうふうに考えております。中止による影響等です

けども、それぞれの分野での情報発信や交流などが

できなかったという部分について影響があるかと

思いますが、次年度は例年どおりの開催ができるの

ではないかというふうに考えておりますので、影響

は大きく続かないというか、続いてほしくないとい

うふうに考えております。 

 方法変更といたしまして、１件記載をしておりま

す。兵庫県北部合同企業説明会ということで、例年

は大阪等で集まっては開催ということだったんで

すけども、今年、今回につきましては、オンライン

による説明会として、３月と５月、それぞれ実施を

しております。詳細につきましては、この後また

（２）のイでご説明をさせていただきます。 

 次に、大きな２番、今までの成果と課題というこ

とです。大きく（１）番ですが、情報発信といたし

ましては、アです。移住ポータルサイト、飛んでる

ローカル豊岡の運営というものを２０１６年９月

からしております。こちらには、移住者の方に住ん

でいただける物件を載せているのと併せまして、先

輩移住者等が中心になられました市民ライターの

方が、市民目線でリアルな豊岡の情報を発信をして

いただいて、それで地域が実際どんなものかってい

うことを、新しく移住される方が参考にしていただ

くというふうなサイト運営をしております。記事の

ほうにつきましては、２０１９年度実績で掲載４２

本、また、その他このローカルのサイトではござい

ませんが、それぞれのＳＮＳ等で情報発信をしてい

ただいてるのが９９件ございました。物件につきま

しては、売ってもいいよと貸してもいいよというふ

うな物件を大きく２つに分けて、それぞれ地域別に

掲載をしておりますが、合計で記載のとおりの数字

が今現在、５月末ですけども、掲載をさせていただ

いていると。 
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 次に、イです。移住に当たっての企業、仕事の情

報サイトということでジョブナビ豊岡というもの

を、これも２０１２年３月から継続して情報発信運

営をしております。主に学生のＵＩターン就職を支

援するためということで、学生と企業のマッチング

を行っております。掲載企業につきましては、６月

１日現在で９４社ございます。下のちょぼでござい

ますけども、このコロナ禍等におきまして２０２０

年６月からですけども、個別相談をオンラインによ

り行う企業を紹介する特設ページをジョブナビの

中に設けております。そこのページを通じまして企

業と学生のオンライン面談のつなぎをしていこう

というふうに考えております。 

 その次、ウでございます。移住スカウトサービス

ＳＭＯＵＴの活用ということで、２０１９年８月か

らですけども、このＳＭＯＵＴというのは、移住し

たい人と地域のマッチングサービスというふうな

ことで、登録は無料なんですけども、自分が移住し

たいなと思われる方がそのサイトを見られて、それ

ぞれの興味ある地域等選ばれて、実際に情報交換を

されたり、または現場に行って移住定住が成立する

というふうな流れの手助けをするサイトというこ

とになっております。豊岡のほうも、当然・・・で

情報を発信しておりますので、興味のある方が見て

いただくということなので、全く全然何もないけど、

ちらっと見たというのではない、少し今までよりは

そういった情報のやり取りが早いかなというふう

に思っております。２０２０年度の地域おこし協力

隊の募集をこのＳＭＯＵＴを通じて情報発信をし

まして、２７人の隊員の応募、結果はまた別ですけ

ど、ありました。 

 （２）番です。相談、支援の関係です。アは、民

間移住相談窓口暮らしのパーラーの運営というこ

とで、２０１９年１０月からでございます。公設市

場内にまちのサードプレイスといいますか、第３の

場所というふうなイメージになりますけども、いろ

んな人が集まってきて、移住前後の相談窓口として

やっていこうというふうなことで暮らしのパーラ

ーというものを設けて、業務委託により運営をして

おります。こちらにつきましても、先ほどのＳＭＯ

ＵＴを活用されて情報発信をしていくというふう

なことで、４月、５月の実績は相談件数２３件、う

ちオンラインが８件というふうなことで徐々に今、

増えているというふうなことでございます。 

 イのＵＩターンの就職支援、就活イベント等の実

施でございます。企業と学生のマッチングイベント

を市内外で実施するということで、冒頭申し上げま

したとおり、今までは大阪とかといったところで集

まってやっていた部分がありましたけども、２０２

０年３月にはオンラインで１回を実施、これは豊岡

のみでしたけども２６名、それから２０２０年の５

月には但馬全域の取組といたしまして、合同の企業

説明会を２回開催をさせていただいております。参

加企業は豊岡市を含め４２社で、ここにオンライン

ですけども、求職希望として来られた学生さん等が

８１名ということで、会場的には集まらなくて良か

ったんですけども、いろんな人が実際には情報交換

ができたのかなというふうで考えております。 

 一番下の表でございます。移住等相談件数でござ

います。２０１６年度から２０１９年度までそれぞ

れ４月から３月までの件数と、２０２０年度６月の

１８日までとなりますけれども、２０２０年度は４、

５、６月ということで、合計９５、２０１９年度の

同時期３２と比べると増減増えているということ

になります。 

 １１ページになりますけども、今、２０２０年度

の４月、５月の関係です。若い人からの相談が増え

ているということで、この傾向が今後ずっと続くか

どうかはまだ定かでない部分もございますけども、

２０代の方の相談が全体の中では、記載のとおり３

５％で、表の一番下に年代不明というところがござ

いますので、この不明のところを除いて考えてみま

すと、・・・３０代のところが６７、約７割という

ことで、やっぱり若い方のほうのご相談が増えてい

る傾向にあるのかなというふうなことでございま

す。 

 真ん中の表につきましては、紹介のありました県

別ということになります。多いのは関西圏等が多い
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かなと、東京も１１．３とありますけども、大阪、

兵庫のほうがこの・・・いたしましては数字的に大

きいかなということでございます。 

 一番下のウです。移住者の実績及び定住促進補助

金の実績ということで、移住定住を行っていただく

に当たり、先ほど飛んでるローカルというサイトが

ありますということでご説明申し上げましたが、そ

ちらに載っている物件に最終的には購入または借

家によって入っていただく場合、補助をしておりま

すので、その件数の比較等となります。これらにつ

きましても、定住促進事業補助金、一番下の欄にな

りますけども、昨年度１３件に対しまして、今年度

５月までで６件ということで約４００万円支出を

しております。この分につきましても別途、補正の

ほうで予算を要求させていただいておりますので、

またそちらもよろしくお願いをいたしたいという

ふうに思っております。 

 めくっていただきまして、１２ページです。（３）

番です。地域おこし協力隊の推進ということで、こ

れも２０１４年度から行ってきておりますけども、

現在までで３９人の委嘱と、６月１日現在２０名で

す。卒業は１０名、残念ながら途中で解嘱をされた

方が９名というふうなことになっております。それ

ぞれで受入れ団体があって活動をしていただいて

おります。今後につきましても、地域おこし協力隊

員の方も募集をしながら、地域が元気になりますと

いいますか、そういったことの展開を続けていきた

いというふうに考えております。７月以降につきま

しても、随時募集をさせていただくというふうな計

画でおります。 

 （４）番です。高校生の活動支援ということでご

ざいますけども、Ｕターン進める等に当たりまして、

高校生の地域への愛着を醸成し、将来のＵターンに

つなげるものというふうなことも含めまして、これ

らの活動を展開をしてきております。アでございま

すけども、２０２０年度から市内の高校全部でコミ

ュニケーション教育を実施するのがありましたり、

イに書いてありますとおり、過去にはダンスを活用

したものですとか、おしごとカフェだとかっていう

ことで、高校におかれましても、先ほど申し上げま

した、こちらにいるときに地域の愛着を醸成すると

いうふうな取組をして、将来的なＵターンにつなげ

ていきたいという思いがありますので、そういった

取組を今後も継続していきたい。今年度も、２年前

ぐらいからだったと思います、ミュージシャンと高

校生が交流をして音楽をテーマにした、そういった

活動も継続をしながらやっていきたいというふう

に考えております。 

 ３番目です。先進事例ということで、即効性とい

うふうにはありますが、同じようなことを豊岡市で

もやっておりますが、少し参考程度ということで記

載をしております。１番目の山口県萩市の短期お試

し暮らし住宅です。豊岡市も今申し上げましたお試

し住宅等ございますが、こちらは重要伝統的建造物

保存地区の歴史的建物を利用してというふうなと

ころで、少しそういった、ふだんは住めないような

ところに住めるというふうなところの価値なのか

なと思います。中段に書いております、こちらの建

物の仕様です。インターネット完備とＷｉ－Ｆｉあ

りというふうなことで、これらについては、今後や

はり必要になってくる部分の最低限の一つかなと

いうふうにも考えております。 

 その下です。神奈川県鎌倉市、まちの社員食堂等

というものでございますけども、これも、こういう

取組をしてるとかこういう場所があるということ

が、知らない土地で働く人たちのＵターンに後押し

をするのかなということで、市内の４０の店舗が週

替わりでシェアキッチンといった建物の中の台所

を共有をしながら料理を提供する、そこで働く人、

地域の人が食事を取りながら情報交換等をすると

いうふうな場所になりますので、民間がしていらっ

しゃると思いますけども、そういったものも参考に

して、移住定住の増につなげいきたいというふうに

考えております。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。

いろいろとやられているという細かい状況、ありが

とうございました。 

 説明は終わりました。 
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 これにつきまして、質疑はありませんか。ちょっ

と他部署にわたっていますけども、それぞれやって

いただけましたら。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） ちょっと全体に通じてという

ような感じの質問になってしまうんですけども、今

お話聞かせていただく中で、アフターコロナに関し

てはオンラインをいかに活用していくのかってい

うのが、多分今、全ての事業に通じてる部分かなと

思いますし、また、集まり方の工夫っていうのもし

っかり考えていかないといけない。特に安全をいか

に担保するのかっていうことが非常に重要なこと

になるのかなと思うんですけども、その中で、これ

はちょっと提案なんですけども、例えばこれから先、

１月、３月というような事業計画をされてるのもあ

ったんですけども、インフルエンザも同時にはやっ

てくる時期というのもありますし、今まではインフ

ルエンザに対してはなかなか助成をするというの

は、市のほうではできないということもあったんで

すけども、助成云々というよりも恐らくインフルエ

ンザの予防接種を受けましたよというようなこと、

例えばコロナの関係でもひょっとしたら感染症対

策として、いわゆるウイルスが、ワクチンを打ちま

したよというようなことが、何か分かるような仕掛

けというのを考えてみたらどうかなと思うんです

けども、その点いかがでしょうか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） じゃあ、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 先日の議会の中でも

インフルエンザに対しての助成というのは、お答え

しましたように、現実的にはやっぱり難しいのかな

ということをまずあります。今ご提案いただいたの

は、あくまでそういうこととは別に、私はインフル

の予防接種を受けてます、仮にコロナのワクチンも

できれば、それも受けてますというようなことを証

明した上で参加みたいな、そんなイメージのことな

のかなと思うんですが、それをあえてするかどうか

っていうことになると、それをしないと参加させな

いというやり方っていうのも、逆に言うと、いかが

かなというのも一方であるのはありますので、ここ

は慎重な対応が必要ではないかなというふうな、印

象ですけれども、あります。ですので、ここをその

とおりにしますというのも言いにくいですし、そう

いったことを実際にどうやってできるかというこ

ともかなり難しい課題があるんではないかなと考

えていますので、ちょっと十分なお答えにはなりま

せんけども、このようにご理解をいただけたらと思

います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そんなに難しいというより、

例えば何ていうんですかね、赤い羽根みたいな感じ

でバッジであったり、それが羽根であったり、そう

いうようなことでもいいのかもしれないんですけ

ども、何か外の人に分かりやすい仕掛けというのが、

これは市の事業に限らず、社会全体として何かのそ

ういう感染症対策を、それぞれしてますよっていう

ことを示すようなことっていうのが必要になって

くるのかなと思います。今後そういうことが当然出

てくるのかなというふうにも思いますので、逆に言

えば出てきたからやるというよりも、何か内部でも

いろいろと知恵を、工夫を考えていきながらしてい

ただけたらなと、これはちょっと要望ということで、

以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにありませんか。 

○委員（福田 嗣久） 一つよろしいか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） じゃあ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １０ページで説明をいただき

ました移住等の相談件数ですか、４、５、６、特に

５月、非常に多くなってますけれども、具体的に昨

年度から比較した、この４年間で比較しても相当強

いなという気がするんですけども、どんなふうな、

コロナ禍から抜けたいというようなイメージもあ

るのかどうか知りませんけども、どんなふうな、雰

囲気としてはどんな状況でしょうか。 

 それと、さっきおっしゃった都道府県別でこれを

見ると、東京、京都、大阪、兵庫、特に都市部だろ

うと思うんですけれども、その辺の状況というのは

どんな感じですか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 環境経済課長。 
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○環境経済課長（午菴 晴喜） 内容の詳細までは、

ちょっと個人的なこともあったりするんですけど

も、やっぱり若い方のほうから、決めるということ

ではないけど、何かそっち行ってみたいんだけど、

どうだろうかとかっていうふうなお問合せも含め

て増えているということを聞いております。ここに

行きたいというのが決めてるという部分でもない

ですけども、相談をしながら前向きに進んでいるっ

ぽいっていうか、そんな件数が多いと聞いてます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） その中で、先ほど申し上げた

都市部、今現在でも東京を中心にまだまだ厳しいな

という気がするんですけれども、その辺りの、本格

的にはどんなふうに捉えておられます。これを見て、

東京、大阪、兵庫が中心ですけれども、その辺のこ

とは雰囲気としてはつかまえておられませんか、こ

の表の中で。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 環境経済課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 表にしております年

齢と、それと都道府県との合わせたデータを今、手

元に持っておりませんので、どちらが、若い方が全

部、大阪だったか、兵庫県だったかというところま

でちょっと今分かりませんけれども、感覚として、

以前は東京から、東京一極集中を何とかしようとい

うようなところから移住定住が動き出してる部分

があるかと思いますが、今は思いとしては近しい関

西の方でもやっぱりこのコロナ禍も含めて、例えば

２居住、ここと、実際住んでおられるとこと豊岡と

かっていうことで、完全に移住定住じゃなくて、も

う２居住生活っていうのも増えてくる傾向にあろ

うかと思いますので、そういったものを含めて、関

西圏の方に声をかけていくっていうのも一つあり

なのかなというふうに思っております。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。よろしい・・・。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにありませんか。 

 じゃあ、村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ２点、お伺いをしたいと思い

ます。 

 簡単なことばっかしですが、一つは婚活ですね。

縁むすびさんは問題ないと思うんですが、婚活の場

合の年齢制限っていうのは全部、大体４０歳ぐらい

になってますね。４０過ぎたら婚活にも呼んでもら

えないんだと、結婚希望はあるのに何だいやという

ことで、やっぱり４０過ぎても結婚希望の人は声か

けたらいいイベントもあると、全部が全部というわ

けじゃないんですが、その辺はお考えでしょうかと

いうのが一つと。 

 もう一つは、お試し住宅で萩と鎌倉が例として書

いてあるんですが、萩のお試し住宅は、僕は行った

記憶がありまして、これは立派なもんで、すごいな

と思ったんですが、豊岡もやってますよね。聞きた

いのは、お試し住宅の期限、これも。というんか、

一日とか二日とか、あるいは一月とか二月とか、あ

るいは一年はいいですよと、その代わり一年住んだ

ら、そこにおったら、もう絶対に豊岡に別に家を探

してくれよというような、いろんな条件があると思

うんですが、豊岡の場合のお試し住宅で、そこから

さらにもう家を、居住を求めて豊岡に永住してもら

ったというような実例っていうのはあるんでしょ

うか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 健康増進課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 私からは、今の婚活

の分、年齢制限の問いなんですけども、基本は大体

２０から４０までということなんですが、去年でい

きますと、１回アラフォーということで、特に何歳

から何歳ということではなく、ぼやかしてというか、

制限はせずにアラフォーということで開催をして

おります。やはりただそれを回数、毎月とかってい

うのはなかなか難しいんですけども、年に何回かは

そういったことも考えていけたらなと考えており

ます。 

 あと婚活ではないんですが、縁むすびさんのほう

では一応年齢制限はなくて、最高齢でも５８歳って

いう方がありますので、そちらのほうでも対応は頑

張っていきたいなと思っております。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 環境経済課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） お試し住宅の件につ

きまして、お試し住宅から市内に転居されて、ずっ
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と住んでいらっしゃる実績等につきましては、今、

手元に資料ございませんので、後ほど回答させてい

ただきたいと思います。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） お試し住宅っていうのは、人

口増につなげたい、すなわち要は豊岡に住んでほし

いというのが前提にあると思うんで、実績知らせて

ください。豊岡のお試し住宅っていうのは市営住宅

が多いんかな。いわゆる公営住宅ね、空き家の。そ

れも、いわゆる市営住宅としての入居の人気の高い

住宅ね、例えば塩津であったり、今森であったり、

高屋だったりという、その住宅ではなくって、どっ

ちかいったら、あまり人気の高くない住宅をお試し

住宅に出しとるような気がするんですが、そんなこ

とで後々来てくれるようなことになんのかなと思

うんですが、その辺どうです。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 環境経済課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 人気があるかないか

はそれぞれの趣向というか、部分もあるかと思いま

すけれども、その辺は市営住宅を活用させていただ

いている部分がございますので、そちらとの担当課

との協議等の課題もございますので、こうだからこ

うですっていうのでは割り切れない部分も、やっぱ

り使えるところを有効に使っていくということに

なるのかなというふうに思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） その住宅のお試しと

いうよりは、仮に住んでいただいて生活を試してい

ただくという、そういうことだと思ってるので、そ

の物件がどうこうというより試しに暮らしてみて、

この豊岡という地が合うかどうかというそのステ

ップだろうと思ってます。取りあえず１年更新で２

年最高という形で、２年間だけお試し住宅の場合は

そうしていただいて、その後ぜひ継続して豊岡に住

んでいただきたいというふうにしているところで

す。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 分かるんですよ、住宅の件ね。

だけども、試しに住んでみて、市民にも、現に住ん

でる豊岡市民から見ても、人気の良くない市営住宅

に住んで、いや、このまま豊岡に住もうかいう気に

ならへんと思うんです。 

○委員（福田 嗣久） そんな大きい言わんでも。 

○委員（村岡 峰男） ですから、その辺は一応まあ

まあこういう意見だということで聞いとってくだ

さい。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ちょっと後ほどあれやね。 

○委員（村岡 峰男） 反論、反論があります。 

○委員（福田 嗣久） いいや、言い方に反論が・・・。 

○委員長（嶋﨑 宏之） また村岡邸・・・で。 

○委員（村岡 峰男） 但東のこと言ってへんで。 

○委員（足田 仁司） 空き家対策を・・・。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） どういいますか、各自治体の

中でジェンダーギャップの取組、非常に豊岡が先進

的な取組ということで、ほぼ報告がありましたけど

も、ほかにはあまり聞いてないんです、そういう中

で、いろいろと若い女性に選ばれるまちの一つの要

素だと、そういう中と今の現状、地方都市、豊岡、

製造業中心ということの中で、今、非常にかばん業

界、いろんな聞きますと大変な状況なんだと、雇用

形態が。例えば年配者をもう正社員から嘱託とか、

そういう言わば、経営者・・・若い人を雇用、そう

いう中で雇用されても、ある会社なんだけど、若い

人がいきなり管理職になったときに、もう支え切れ

んから結局は心の病で退職っていうのはもう２件

ほど聞いとって、近辺それはあるんでね、若返ると

いうことと、やっぱり雇用の形態を変えていきたい

と、つまり、正職を切っていって、言わば、どうい

ったらええかな、正社員でも一度切って、雇用は続

けるけども若い人を採る、なかなか社長と話しして

みると、そういう若い女性を、つまり、管理職を目

指して社内で教育していくような、とってもそんな

お金も時間もないと。やっぱりどっかでそういう経

験のある人だったら、若い人で採用して、セルフマ

ネジメントも含めてということあるんだけども、な

かなかそれが非常に大きいなというのを数件、特に
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かばん関係です。その中で、若い女性に選ばれる職

種、職業、これでコロナ禍、かといって、じゃあ、

東京から豊岡に、もう大変やから地方に、東京住み

たくないと、まだ大きなうねりっていうんか、若い

人がどんどん地方に戻ってきてということもない

中で、そういうコロナ禍、当面こういう社会現象と

いうんか、こういう中でやはり豊岡独自、ほかにど

こもやってないような取組についての、非常に難し

いというんか、何をどういうふうな形でやっていく

のか、ただ、僕は若いパパが育休取れていいねいう

問題じゃないと思ってるんです、それでジェンダー

ギャップ解消やみたいなことがね。 

 前も言ったと思うんだけど、やっぱり３つの分野

の中で特に社会進出、政治的な云々の中では、それ

ぞれ個々で見れば、人数が少ないにしても、いろん

な活動の中で女性は本当に進出してはるし、特に地

域社会を見たときに、ここに福祉関係おられるけど

も、ほとんど地域の福祉の見守り、サロン、玄さん、

みんな女性が本当に仕切ってもらって、地域の社会

活動とか福祉活動、みんな女性がやってもらってる

いう、もう完全に男のそれがないということもあっ

て、非常にこういうことを考えたときに、何をテー

マにどこに絞って、女性が社会進出いったときのま

とめ方の方向っちゅうんがなかなか難しいんやと

思って、この辺、大きくコロナで、言わばちょっと

足元すくわれた感があるんで、それに今どういうふ

うにまとめていく、どのような方向づけ、それから

高齢化も含め、社会、そういう地域の女性に支えて

もらってる実態もあるんで、何を目指していくんか

という今のこういうコロナも含めてのお考えがあ

れば教えていただきたいなと思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 上田室長。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） 今、

浅田委員おっしゃるジェンダーギャップ解消の考

え方なんですけど、今のコロナ禍で東京一極集中か

ら地方分散ということはよく言われてます。その中

で、例えばリモートワーク等の可能性について、実

際それはできるということで、あとそれに伴って、

今まで首都圏で満員電車に揺られてという、そうい

うワーク・ライフ・バランスというんですか、そう

いうあたりもやっぱり考え方というか、価値観が変

わってきてるというところで、特に冒頭ちょっと言

われました市内の事業所では、例えば女性従業員の

育成というのがなかなか、特にキャリアの形成とか

関連してなかなか難しいということは、今、浅田委

員がおっしゃったように、この市内の事業所の経営

者の方からもたくさんお聞きしてまして、その事業

所単位でできない部分を市でやってほしいという

リクエストっていうか、要望も結構お聞きしてます。

その中で、去年は女性従業員向けに３回シリーズで、

まず、自分のキャリアについて同じ立場の市内の女

性従業員の方と一緒に考えてみようっていうこと、

それと皆さんの前で発表していくことによって自

信をつけていこう、改めてやっぱり自分を見直して

いこうというきっかけになったということは、その

女性従業員の方も言われてますし、実際その３回シ

リーズの研修を受けられて、それぞれ自社に帰られ

てから、その方が結構、どういったらええんですか

ね、活躍度合いがぐっと上がって、上のステップ、

役職に上がられた方ですとか、ボーナス評価におい

ても頑張りというのを認められて上がった方とい

う方がいらっしゃるということも実際、経営者から

もお聞きしてます。ですから、市内事業所で単独で

はできない部分をやっぱり市がサポートしていく

ということで、昨年度に続いて今年度以降も、女性

のキャリア形成についてのサポートする研修をし

ていこうというふうに考えてます。 

 それと男性育休もどんどんどんどん取られる方

が増えたからいいというわけじゃなくて、育休で、

どういったらええんですかね、家事、育児を今まで

みたいにサポートするんじゃなくて分担する、シェ

アするっていうか、負担する、男性、女性もという

部分にまず気がついていただくっていうことで、結

構きっかけになるのかなというふうに考えてます

し、ただ、男性育休を取るだけじゃなくて、もうち

ょっと定時で家に帰れて、夫というか、男性も育児

はちゃんと負担できたりとか、家事も負担できたり

とかというとこにつなげていこうというのがその
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狙いでございます。 

 それと、さっきこのコロナ禍の中で地方に分散す

るとしたときに、じゃあ、それぞれの若い女性、２

０代、３０代の女性がどういう地域を選ぶのかと考

えた場合に、実際のエビデンスもあるんですけど、

そういう男女平等指数が高い、ジェンダーギャップ

指数が高い、男女平等の意識が高いという地域に女

性が定着する割合というのが高い、さらに経済も元

気になるっていう、そういうエビデンスもございま

すんで、そういうあたりも踏まえながら、今のコロ

ナ禍だから、やはりジェンダーギャップの解消を進

めることによって、若い女性とか若い人たちに選ば

れる地域をつくっていこうというのが、この考え方

というのは従来からぶれてないというところでご

ざいます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 大変なのは、やっぱりほかの

自治体が取り組んでないことを取り組んでいる、そ

れも例えばそういう若手社員の育成を行政が請け

負った。じゃあ、本当にその子がそういう資質があ

ってやる、まあまあ、そういうやっていきたいと言

う子もいるだろう。ところが、逆に、私はそうじゃ

ないんだいう子もたくさんおるのも聞いてますん

で、言わば結婚ということを考えたときに、じゃあ、

いやいや、働き続けて頑張るんだという、そういう

専門的なこともあれば、腰かけとは言いませんけど

も、いろんな、やっぱり地元で働いておるんで、そ

の辺が非常に難しいなと、だから、そういう状況が

ほかの全体的に取り組んでる事例じゃないんで、や

っぱり成功事例もあれば、失敗事例もどうですかと

尋ねることできないんで、ただ一つの言わば、今机

上的な一つのこういう理論、理念に沿ってやっぱり

豊岡に合うもんということを、一つのモデルプラン

の実践の自治体に、今のところは試行錯誤しながら。

だから、非常に頑張ってって応援はしていかんなん

のやけども、難しい。なかなか大変だなということ

を、特にコロナ禍も含めて、いきなり、じゃあ、そ

ういう若い子が、特に女性が地方に帰ってくると、

オンラインで全部仕事できますよ、ほんで、もうそ

んな全然うわさも状況も聞けへんしね。ただ、いろ

んな世論としてはそれがあるわね、もう何かそうい

う方向。ところが、実際の動きとしてはまだそうい

うのは出てないというんか、まあまあ、そういうこ

とも含めて、一つのビジョン、今まで大学教授と非

常にタッグ組みながらということがあるんだけど

も、本当に悩ましいとこだということで、そういう

ことをうまく、やっぱり地域に合ったっていうんか

ね、あんまり学術的なことで、これだこれだという

ことでもう、言わばできる実践と本当に豊岡に合っ

たものをやっぱり考えてほしいなということをお

願いしときます。 

 今日はそこまでしか言えませんので、すみません。

以上です。要望です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでは、ここで暫時休憩

をいたします。再開は１０時４０分。 

午前１０時３０分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分再開 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開いたします。 

 質疑のほう続けていきますけれども、ほかにござ

いますか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません。２度目ですけど。 

 今、それこそ上田室長もぽろっと言われたんです

けども、リモートワークとか、いわゆるそういう在

宅で仕事をするっていうことの環境、特に都会、東

京でされてる方っていうのは非常にそういう部分

でいったらメリット感じられて、逆に仕事に行きた

くないというようなことから、会社では出社そのも

の、要は事務所そのものを閉鎖するというような動

きっていうのが全国的には今あるよというニュー

スを見ます。その中で、やはり豊岡としては非常に

今チャンスなのかなと思いますし、コワーキングス

ペースであったり、ＩＴ補助金であったり、また、

５Ｇの基地局ができますよというような情報があ

る中で、そういうことをまとめてパッケージのよう

な形でして宣伝をすれば、都会からの移住者という



 14

のをうまく呼び込めるんかなと思うんですけども、

その辺についてどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 答弁願います。 

 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） おっしゃるとおりの

流れが今、世の中にできておりまして、これ今朝の

新聞でしたか、昨日だったかな、テレワークを、要

は経験した方が３４．６％いらっしゃって、それに

よってどうでしょう、テレワークへの関心が高くな

った、やや高くなったっていう方が約２５％、こう

いうことも背景にしながら地方移住への関心が高

まってるみたいな、そういう流れが報道されていま

した。そのとおりだろうと思いますし、今おっしゃ

っていただいたＩＴ、５Ｇ、それからコワーキング

スペースみたいなことが豊岡でもそろいつつある

ので、ここは一つチャンスになるのかなということ

は感じています。 

 それと、ワーケーションみたいな動きがもう一方

でありまして、仕事をしながら周りの環境を楽しむ

みたいなことがあるんですけど、これも豊岡ってす

ごくバラエティーに富んだ場所があって、城崎では

ああいう温泉がありますし、日高では高原がありま

すし、出石、竹野、但東、全部言いましたっけ。と

にかくバラエティーに富んでるっていうことがあ

るので、そういう５Ｇみたいなとこがそれぞれにあ

ると、本当、今週はここ、来週はここみたいに行き

来しながら楽しんでいただけるみたいなとこもあ

るのかなっていうふうに思ってまして、それは演劇

祭でも同じことなんですけど、拠点が幾つかあって

行き来してもらうみたいなことがあるので、何か全

体として方向を打ち出しても面白いのかなってい

う感じはしてます。具体的にまだ、じゃあ、どうで

きるかっていうことはないんですけど、議員おっし

ゃるようにすごくそういう風が来てるなというふ

うに思うので、考えてみたいなと思ってるところで

す。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 清水委員。 

○委員（清水  寛） やはり時間をかけてつくるっ

ていうことも一方ではあるんですけども、逆に早く

まとめて出すっていうことも非常に重要なことだ

と、特にビジネスの世界の人たちにとってはスピー

ド感っていうのが非常に大事なので、豊岡の場合は

飛んでるローカルという移住定住のサイトを持っ

てるということもありますから、１回だけというこ

とではなくて、矢継ぎ早にいろいろな情報提供をし

ながら、うまくこの機会で家族移住、どんどん来て

いただけたらというふうに思います。ぜひ取り組ん

でください。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

 足田副委員長。 

○委員（足田 仁司） ちょっと声がかれてます。ジ

ェンダーギャップ解消のところをお尋ねやら意見

を言いたいと思います。 

 １０日ほど前に県の人権啓発冊子の「きずな」が

発行されてますけど、皆さん読まれてますか。（発

言する者あり）６月号は男女共同参画の特集で、そ

の中の３ページに先ほど上田室長が言われた指数、

この世界的なジェンダーギャップの解消に取り組

む国が参画している中で、１４５か国あって１２１

位、もちろん先進国の中ではドンケツです。毎年下

がっとる、そんな状況だっていうのが我々、日本に

住んでると空気感もないんで、伝わってこない、何

がいう感じなんですね。先ほど職場の中の育休の取

得、これ伸びるにこしたことないんですけど、育休

が取れて、次、職場復帰する、そのときの職場の環

境が受入れはちゃんとみんな気持ちの中でできて

るんかと、そっちのほうもすごい大事だと思うんで

すね。キャリアデザイン推進事業、これもいいこと

なんですが、そうやって積極的に育休取ったりとか

いう、しようとしてる人を周りがサポートできなか

ったら成り立たないと。そういうところの地道なお

願いじゃないけど、啓発だとか啓蒙だとか、一緒に

やろうぜっていうところの空気をつくっていくの

は大事かなと思っております。確かに先ほど浅田委

員も言われたように、この切り口で取り組んでいる

のは多分、日本で豊岡だけ、だけども、よそは男女

共同参画、明らかに兵庫県も男女共同参画の一切り

口としてジェンダーギャップの解消っていうのが、
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その冊子見ただけでも分かると思うんですけど、も

っとこの部分、切り口狭くすればするほど分からな

くなると思うんですね。だから、一つ提案なのは、

例えばいろんな部署で取り組んでる取組、人口減少

に向けて取り組んでる中に、統括的に各部署の働き

を考えることが必要ではないかな。例えば今言いま

したように、県はこれを明らかに人権の課題として

捉えてます。県の人権啓発協会が発行した「きずな」

で男女共同参画、その中にジェンダーギャップと位

置づけてますんで、今日出席いただいてる中に人権

担当いうたら人権係しかないですが、そこら辺りが

人権の切り口も加えて、きちっと全体調整ができる

ような、統括的な、横断的なものが必要になってく

るんじゃないかなと。それぞれの取組は取組で非常

に意義があって伸ばしていけばいいんだけど、恐ら

くそれだけでどうするんだと、いや、そんなことせ

んでも地域、お兄ちゃんやおばちゃんたち頑張って

るがなと、その辺で何か見えにくくなってくる部分

もあるんじゃないかなっていうのを心配していま

す。ぜひそういった検討も含めていただけたらなと。 

 もう１点は、ちょっと即物的ですけど、市役所の

職員を採用するときに、例えば地元の高校生枠のよ

うなものを設けて定住につなげていく、地元で就職

してもらったら定住の確率は非常に高いんじゃな

いかなと。他市でもやってると思いますけど、即物

的でちょっと嫌らしい部分もあるかも分からんで

すけど、そういった手堅い手法というか、そういっ

たものの検討もやってみてはどうかと思いますけ

ど。 

 この２点、お願いします。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 上田室長。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） 今、

足田委員言われましたように、ちょっと人権の切り

口というのは、このジェンダーギャップ解消の中で

もやっぱり当然これは根底にあるものでございま

して、その中でジェンダーギャップっていうのが、

どういったらええんですかね、アンコンシャスバイ

アスとか言いますけど、無意識のうちに決めつけて

しまう、思い込んでしまうっていう意識、特に去年

も市内事業所の経営者の方向けに、この無意識のう

ちの偏見について、まず自分自身っていうのは、最

初は経営者の方っていうのは自分自身はないんだ、

気をつけてるからそんなこと、自分にはないんだっ

ておっしゃってるんですけど、その研修を受けてい

ただくと、やっぱり自分にもそういう無意識のうち

の偏見というのを、例えば性別役割分担とか意識と

かあったわということに気づかれて、そこから取組

を進められるというケースが結構何件かございま

した。というように、まずは人権はベースなんです

けど、そういう無意識のうちにもう体に染みこんで

しまってる、そういうジェンダーギャップの意識と

いうものを気づいていただいて、そこから行動を変

えていただくというとこにつなげていくという、そ

こを中心に取り組んでいきたいということと、さっ

きおっしゃってるように、例えば市のいろんな施策

の中でもジェンダー、用語で主流化という言葉も使

ったりするんですけど、何かその施策を取り組むと

きに、やはりジェンダーギャップは何かその取組の

中にないのかどうかっていうことも一応点検とい

うか、チェックしながら進めていくという、ジェン

ダーギャップ解消に向けた主流化、施策に対する主

流化というのも、この戦略策定後に進めていきたい

なと思ってます。それは地域の場合も、職場の場合

も、これは市役所の場合もそうなんですけど、まず、

やっぱり自分事として捉えていただくっていうこ

とにつながるような取組、ですから、この戦略の策

定というのは９月からスタートする予定なんです

けど、その策定の経過とかいうものをどんどんどん

どん市民の方にも発信していって、分かりやすく発

信していって、自分事として捉えていただく、そこ

に参加いただいた委員の方々も自分事としてきち

んとそれを捉えていただいて、戦略策定後にはイン

フルエンサーというか、そういうのをまた地域に帰

られたりとか、職場に帰られるときに、どんどんど

んどんそれを伝えていただく、伝道師というか、に

なっていただくということで、これは取り組んでい

きたいなというふうに考えてます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 成田総務部長。 
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○総務部長（成田 寿道） 市役所職員の地元高校生

枠というご意見っていうか、考え方はないかという

ことだと思うんですけども、特に地元高校生、地元

じゃない高校生、市内から出ていった大学生とか、

Ｕターン組とか、全く外から来る人、そういう枠と

いうのは今の時点では、もうこの何年間もそういう

区切りっていうのはしてないというのが現状です。

市役所が求める職員っていうのは地元の人を求め

るっていうのを決めてるっていうことではないと

いうのがやっぱり大きな部分です。市役所で仕事を

したい、豊岡で仕事をしたい、豊岡の市民のために

何かしたいという、やっぱりそういう気持ちがある

人を何とか選びたいなと思います。 

 それと、今こういう時代ですので、外から来る人

は定住しないとかいうような意味ではなくて、外か

らの人、そういう人たちの目も、あるいは考え方も

市役所の中で取り入れるっていうのは大事なこと

だなと思いますので、今これから、まあまあ将来は

分かりませんけど、今の時点では地元高校生枠って

いう形での考え方っていうのは、今持ってないとい

うのが現状です。ただ、今年コロナの関係で高校生

のスタートが一月遅れるっていう、９月１６日から

１０月にというようなこともあったんですけども、

基本的には試験は一緒にできるということになっ

たようですので、高校生もそのほかの人も同じタイ

ミングでやっぱり受けていただきたい、地元の高校

生はたくさん受けていただきたいとは思ってます。

そんなところです。よろしくお願いします。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 上田室長、非常に間口がなか

なか広いというか、でも、地道な取組も必要なんだ

というのも十分理解できますし、市長は人権という

言葉が嫌いだという言い方なんだけど、私もそんな

に人権、人権、そんなもん、大上段に振りかざして

やることではないと思いますけども、明らかに兵庫

県も人権の課題として捉えてると、そういうふうに

見れば、やっぱりそこから外してとかで、現象面だ

けを潰していくっていうんじゃなくて、こうどうい

うんかな、さっき言いました職場でいえば空気をつ

くっていくみたいな、そういう働きかけ、大げさに

言えば豊岡市全体の空気を換えていくっていうか、

そのぐらいの意気込みがないと、何ぼ施策をやって

も何にも変わらんなということになるんじゃない

かなっていうのを心配してます。そういう意味で横

断的にいろんな事業が見れる、そういった部署とい

うかな、そんなんもあってもいいかなと思いますの

で、検討の余地があれば、ぜひお願いしたいなと。 

 それから高校生枠っていうのは、同じ口で言っと

って、何か人の権利を制限するような話なんですけ

ど、特段、地元でなかったらあかんとか、非常に線

引きが難しいと思いますけど、定住促進につながる

という観点で何かいいやり方があれば、検討の余地

もあるんかなと思いますので、よろしくお願いしま

す。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） ちょっと１点ほどあるんで

すけども、よろしいか。（「なし」と呼ぶ者あり）

ちょっと１点、先日たしか発表、これ何で見たんだ

ったかな、ニューノーマルというコロナのことで非

常に脚光を浴び出しているオンライン移住相談窓

口を開設されたとかいうのが聞こえてきたんです

けれども、それに関してもうちょっと詳しい状況が

分かれば説明、これ、どこの部署でしたか・・・、

環境経済部。（発言する者あり）オンライン移住相

談窓口を開設したと、まだ開設したところだろうと

思うんだけども。 

 環境経済部長、分かる範囲で。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 移住相談の窓口をオ

ンラインでやり取りするということなんですけど、

さっき言いましたＳＭＯＵＴっていう。（「ＳＭＯ

ＵＴか」と呼ぶ者あり）そのページを通じて入って

きてもらうというケースはかなり多いということ

にはあります。今、飛んでるローカル豊岡の中にも

オンラインで出会える企業っていう一つバナーを

設けまして、そこをクリックしていただくと直接、

要は企業とオンラインでやり取りできるみたいな

会社が数社出てきて、申込みをしていただくと日に
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ちを決めてやり取りすると、こういう仕組みを新し

くつくってやってるというのが一つ。 

 もう一つは、まちのサードプレイスという、あそ

このふれあい公設市場の中のところで、これまでは

対面での相談を受けてきたんですけど、そこでもオ

ンラインでやり取りをするという仕組みを設けて、

今、実際にやり取りが始まっています。入ってきて

もらうっていうのは、なかなかハードルが高いので、

こっちから発信をして、引っかかった人にまたこっ

ちへ来てもらおうということも含めて、暮らしのパ

ーラー放送室というようなことも始めて、ユーチュ

ーブで実際にこっちに住んでる人たちが話をして

いる動画を流して、これはこっちから一方的に流し

て、引っかかってきた人がまたオンライン相談して

きてくれると、こういうちょっと幾つかのパターン

を持って発信を始めてるという、それが相談の増加

にもつながってるという、そういう状況が今起きて

ると。 

○委員長（嶋﨑 宏之） その辺は何かまた、今はま

だ始まったばっかりなんだけども、データ的にまと

まるような形の取り方をしてる。 

○環境経済部長（坂本 成彦） その辺りが、さっき

２０代の方が何％っていうふうなことで集計をし

ていこうとしてますので、またそれは包括的に取り

まとめてご報告できるような場があればと思った

りしてますが。 

○委員長（嶋﨑 宏之） すみません。 

 ほかに何か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） もう１点、ちょっとこれも

新聞で見た情報なんだけども、いろいろとはーとピ

ーや、それから縁むすびなどで婚活していただいて

るんですけれども、あるところで見たら西宮辺りで

は、何か結婚フォーラム良縁親の会とかいうのが主

催をして、これ法人良縁親の会いうんか、京都にあ

るらしいんですけど、ここが親同士を会わせて、子

供たちの写真を持ってこさせて、親同士が意気投合

して、それじゃあという形で、写真をお互いに見せ

合いながら、それで帰って子供たちに話をして、子

供がオーケーということであれば実際にやるとい

う、これ、ちょっと一歩進んだ子供の条件付になる

んだけども、そういう親同士のお見合いというんで

もないけど、親を使ったお見合いに発展させるよう

な、それが結構何か親御様の婚活個別相談会とかい

うふうなこともやってたりして、最近の若者、なか

なかそっちの方面では、仕事では積極的に動くんだ

けども、そちらの訪問ではなかなか積極的に動きに

くい、特に女性なんかは男性よりは何か若干動きに

くいようなところがあるんで、そういった一つの手

段として、なかなか面白いことやってるんだなとい

うふうなことで、目についたんで、ちょっと今お話

ししたんですけれども、そういったことに関する動

きというのはできないでしょうか。 

 課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今おっしゃったよう

に、親同士でということではやってないですが、縁

むすびさんについては自分の子供さんを結婚させ

たいということで、その親が縁むすびさんになられ

て探されるというケースもあるので、そこは大々的

に親同士ということではやってないですが、縁むす

びさんでできてるのかなと。あとは今の写真のお見

合いについては、恋するお見合いということで、こ

れは本人同士なんですが、写真でやってるというこ

とがあります。今、初めて聞きましたので、ちょっ

とまたその辺は研究はしてみたいなと思っていま

す。 

○委員長（嶋﨑 宏之） また縁むすびさん同士の話

合いの中で、そういった形の展開もできれば、また

新しく縁むすびさんも増えるわけだし、そちらのほ

うでまた活性化させていただいたらというふうに

思いますんで、これは意見で、何かあったら言って

ください。以上、お願いします。 

 本当に皆さん、ないですね。（「ありません」と

呼ぶ者あり）分かりました。 

 それでは、ほかにないようですので、以上で所管

事業の説明については終わりたいと思います。 

 この際、当局から何か発言はありませんか。 

 成田総務部長。 
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○総務部長（成田 寿道） この委員会での案件では

ございませんけども、担当しておりますので、特別

定額給付金の状況について、ちょっとお知らせした

いと思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） お願いします。 

○総務部長（成田 寿道） 直近ですから、６月１９

日、先週の金曜日現在ですけども、申請件数は３万

１，６５８件、９４．８％になっていると。実際の

人数は７万７，６７１人、９６．６％の方が２４日、

あさって、水曜日ですね、２４日までに払う分とし

て、今の９６．６％の方の分が今、処理済みである

という状況です。ちなみに１，６７８世帯、２，６

２６人がまだという状況、差引きですけども。 

○委員長（嶋﨑 宏之） １，７００。もう一度、１，

６００。 

○総務部長（成田 寿道） １，６７８件、世帯です

ね、１，６７８世帯。 

○委員長（嶋﨑 宏之） が、まだ。 

○総務部長（成田 寿道） まだ。人数にしますと２，

６２６人。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ２，６２６人がまだ。 

○総務部長（成田 寿道） 今週もまた郵送で、１０

０通、２００通のレベルで入ってくるだろうと思っ

てます。もうそろそろ今月末になりますので、ある

時点でその人たちに催促の通知なり、あるいは区長

さんのほうに、どことは言えませんけども、まだの

方がありましたらみたいな通知お願いをしたりと

いうようなことも今後考えていきたいというよう

に思います。 

 情報提供ということでございました。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 分かりました。ありがとう

ございます。 

 ほかにございませんか、皆さん何か。 

○委員（浅田  徹） ごめん。その中で、審査の段

階で、例えば記入ミスとか、そういう誤りがあって

支払ってないとかいう何かありました。本人に確認、

間違ってますけども。 

○総務部長（成田 寿道） そんなんしょっちゅう・・・。 

○委員（浅田  徹） いや、ところが、それは本人

確認して間違ってます。いや、うちは申請してほし

いんだけどいうのは、じゃあ、分かりましたいうこ

とにはしてないんだ。 

○総務部長（成田 寿道） 本人確認しよう思ったら

やっぱり証明書、免許証とか、年金証書とか。 

○委員（浅田  徹） じゃあ、書類不具合で払えて

ない人もあるんだ。 

○総務部長（成田 寿道） あります。書いてない人

っていうのは、申請保留みたいな感じなんですけど

も、１００人くらい。それ毎日やっとるんですけど

ね、やり取りは。 

○委員（浅田  徹） それはどういうふうな解消っ

ちゅうんか、再申請とか。 

○総務部長（成田 寿道） いえいえ、再申請はして

ないんですけども、不足の分をくださいって言うだ

けなんです。 

○委員（浅田  徹） それはやってるんだね、まあ

まあ。 

○総務部長（成田 寿道） 毎日それはやってます。 

○委員（浅田  徹） 口座のコピーないですよとか。 

○総務部長（成田 寿道） そうです、そうです。 

○委員（浅田  徹） そういうふうなね。 

○総務部長（成田 寿道） そういうことです。 

○委員（浅田  徹） それはやってるんだ。 

○総務部長（成田 寿道） 毎日、ずっとやってます。 

○委員（浅田  徹） それ、ちょっと間違ってる、

要りませんということで、それも変なとこに書いち

ゃって、届けへんだけだっていうのはどうなんだろ

う、あれも結構。 

○総務部長（成田 寿道） 出した、届いとらんとい

う人もありましたけども。 

○委員（浅田  徹） それもちょっと、はいはい、

分かりました、状況は。（発言する者あり）協力は

させてもらいます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでは、ほかにないよう

ですので、当局の職員の方は退席をしていただいて

結構です。どうもお疲れさまでした。 

 それでは、次に、（２）の委員会の運営方針につ

いてを議題といたします。 
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 委員会重点調査事項を２ページに添付しており

ます。 

 特にご意見がなければ、前回と同様でいきたいと

思いますが、ご意見はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） ご異議がないようですので、

そのように決定いたしました。 

 それでは、４番、その他についてを議題とします。 

 特に議題は設けておりませんので、何か皆さんの

ほうから発言がありましたらお願いします。 

 特にないですか。 

○委員（浅田  徹） ありません。 

○委員（福田 嗣久） 別にございません。 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでも、さっき出てまし

た公設市場内でやってるサードプレイスとか、それ

から新しく何か地酒を集めた酒屋みたいな、酒専門

店みたいな・・・中央町でやられてるというふうな、

そういったのもそれぞれ市民の皆さんに分かって

もらってるんで、また機会があれば、まとめて行く

と、ちょっと営業妨害になったらいかんので、その

辺、また皆さんのほうで、それこそ個人探査をして

いただいておきたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いをいたします。また一般質問の題材に

してください。 

 それでは、ないようですので、以上をもちまして

委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時０９分閉会 

──────────────────── 

 


